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おわびと訂正�
　4月号6ページのタイトルで誤りがありました。�
誤　76.6%の企業が「環境への配慮はメリットあり」。�
正　65.9％の企業が「環境への配慮はメリットあり」。�
おわびして訂正いたします。�

　中小企業の優秀な技術･製品等を全国規模で一堂に展示し、新規取引先の開拓
や広域的な受注機会の拡大を図り、中小企業の自立化･国際化を目的とした「中
小企業テクノフェア2002（仮称）」が下記のとおり開催されます。�
　昨年度は、89，253名が来場し、商談成立520件、当初成立金額367,399千円
の実績をあげることができました。�
　ぜひ、この機会に自社の製品や技術開発力のＰＲの場として、ビジネスチャ
ンスの拡大を図られてはいかがでしょうか。�
�
�
◇会　　期 平成14年9月25日(水)～9月27日(金)�
 10:00～17:00（最終日は、16:00時終了）�
◇会　　場 東京ビッグサイト　東５、６ホール�
 （東京都江東区有明３－21－１）�
◇主　　催 中小企業テクノフェア2002実行委員会（仮称）�
◇出展対象 当センターに登録している県内中小企業者又はグループで�
　　　　　　自社で製造加工している部品・完成品や技術開発製品等�
◇展示方法　　�
�

◇併設フェア 　洗浄総合展、国際新技術フェア、中小企業ビジネス･メッセ、経営�
 革新フェア、テクノロードやまがた�
◇募集小間 　岩手県ブース14小間（会場全体で約500小間）�
◇出展費用  　１小間30,000円（出展物搬出入経費･追加装飾費用･備品リース料�
 ・電気工事費等は出展者負担となります）�
◇予約申込期限 　平成14年6月14日（金）�
 　（申込期限であっても募集小間に達し次第、申込みを締め切らせ�
 ていただきますので、予めご了承ください。正式申込書は作成次第�
 お届けいたします。）�
�

平成14年度中小企業テクノフェア�
出展企業予約受付開始！！�
～自社製品・技術開発力の積極的なＰＲでビジネスチャンスの拡大を～�

1 鋳造､鍛造､表面処理､熱処理�
2 板金･プレス･製缶加工�
3 機械加工･組立、金型･治工具加工�
4 電気･電子機器加工･組立�
5 樹脂加工､ゴム加工�
6 木工､紙､繊維､縫製､その他�

1 電子､電気､ソフトウエア､情報､�
 通信関連等�
2 一般機械､工作機械､輸送用機械､精密�
 機械､自動化装置､メカトロ製品等�
3 環境･公害防止機器､防火関連､�
 エネルギー機器�
4 介護･福祉機器､健康器具､医療機器�
5 住宅･生活用品�
6 その他�

1 共同受注グループ(団体)�
2 異業種グループ(団体)､組合�
3 市町村､商工会議所､商工会　�

加工技術コーナー�

記�

完成品コーナー�

地域・グループコーナー�

  取引支援課 TEL 019-621-5385�
  FAX 019-621-5480�
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/torihiki/�
  E-mail sitauke@joho-iwate.or.jp
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　日本通信販売協会（http://www.jadma.org/）の今年1月の調査では、通信販売の広告媒体として、
インターネットがついに20％を超えたという結果が出た。それだけインターネット人口が増加したとい
うことであり、定着してきたということだろう。しかしその反面、一時期のブームも過ぎ、冷静なインター
ネット利用の模索がはじまっているのも事実である。今回はそうした中で、インターネットを使い徐々に
その成果が上がりつつある小売店を取材した。気軽に始めたホームページが生み出すさまざまな出来事
は実に興味深く、皆さんのホームページづくりの参考にしていただきたい。�

特集　IT実践例【実例から見るIT利用のヒント】�

本州最東端の街から全国へ�

産業情報いわて 32 sangyo joho-iwate



3

4 sangyo joho-iwate 産業情報いわて 5

宮古市の大通に面する「ルールー」。スポーツシューズと関

連グッズをあつかう専門店だ。夫婦で切り盛りするこの店の

ホームページへの取組みは、わずか２年前の平成12年夏のこ

とだった。「最初は趣味半分、情報発信半分というところだっ

たんです」と語るのは店長の佐藤功さん。

「ルールー」がオープンしたのは昭和63年。食物繊維が話

題となり、有名タレントが書いたダイエット本がベストセラ

ーに並ぶという健康ブームの到来を予感させる時代だった。

その後、地元の若者を中心に専門店としての位置を確保し

てきたが問題もあった。それは、メーカーへの仕入れ発注の

方式だった。「かつては年に2回、現在はシーズンごとに、半

年後のモデルや限定品が発表され、その時のたった1回だけの

発注なんです。これは完全にカケです。次に何がくるか予想

しながら適正な数量を発注しなければいけません。はずれれ

ば不良在庫を抱えることになりますから」。

そんなある日、奥さんの治美さんが子どもの部活会報づく

りに使っているパソコンでホームページづくりをしたいと提

案してきた。「普通なら子どもの成長記録なんか載せる人もい

ますけど、せっかく店をやっているのにそれじゃあね…とい

うことで店の紹介でもしようかと思って…」と、快活に語る治

美さん。功さんも「発売の３ヵ月ぐらい前から徐々に雑誌に紹

介され始めるんですが、どうしても掲載される回数で売れ行

きが決まる傾向があるんです。こちらからすれば『こっちのシ

ューズも良いんだよ』と伝えたいところもありましたね」。

治美さんが独学で始めたホームページづくりは、苦闘の連

続だったという。「最初のソフトは、うまく使えなくて失敗し

ちゃったんです。急きょ、主人の友人に手助けしてもらって

『ホームページビルダー』というソフトで何とか作ることがで

きました」。その言葉を受けて功さんも思い出を語る。「いく

つかのプロバイダーから運営上の提案もいただいたんですが、

正直モノになるかどうかも分からなかったんで、お金をかけ

たくなかったんです。ですから、『無料』で利用できるサーバ

ーや掲示板を探して、どうにかアップすることができました」。

当然のように、最初は、ほとんど反応がなかった。カウン

ターもそれほど増加せず、たまたま探し当てた人が、時折問

合せをくれるだけだった。送られてくるメールに一喜一憂し

ていたある日、他のシューズファンの掲示板を見ていると、

ショップにまだ在庫がある限定品を探している人の多さに気

づいた。そこで「当店にはまだ在庫がありますよ」と書き込

みすると、瞬く間に注文が殺到した。さらに他の掲示板に

「ルールーにほしいシューズがあった」という見知らぬ人の書

き込みにより、問合せは、いっそう増えることになった。「最

初は喜んでいたメールも、100通を超えるようになって、つら

くなった時期がありましたね。いまじゃもう日常業務になっ

ちゃいましたけど」と治美さんは苦笑する。功さんは「のめ

り込むのが怖くて…」とホームページの管理をすべて治美さ

んにまかせている。午前中のほとんどをメールのチェックや

返事、発送業務についやすことが多い。取材中も東京の人か

ら注文の電話がかかってきた。

オンラインショップを上手に運営するポイントはどこなの

か。「上手じゃないから大変なんですが（笑）…とりあえず

『小さなことから始める』でしょうか。私が作ったホームペー

ジも最初は簡単な店紹介だけだったのに、必要に迫られて注

文フォームをつくり、女性からの問合せに応えるためメンズ

とレディースのサイトを分けました。必要でもないのに最初

から大きなサイトにしてしまうと更新が大変です。ショップ

の場合、タイムリーな商品紹介が重要ですから」。

時には、カメラマンも担当するという功さんが頷きながら

続ける。「そう考えると路面店と何ら変わらないんです。口コ

ミでやってくるお客様の相手をするわけですから…いえ、で

もそれ以上に気をつかわなくてはならないでしょうね。顔が

見えない同士ですし、相手はメールを送った後『待っている』

状態なんですよね。だからレスポンス良く返事を出さなけれ

ばいけません。詳しい仕様の問合せに関しても、分からない

場合は調べる前にまず『すみません、わかりません』と応え

ています。一日中調べている間も、相手は待っているわけで

す。挙げ句の果てに『わかりませんでした』では、相手にと

って待っていたかいがない」。事実、注文メールが届いていな

いなどのトラブルは少なくないという。

しかし…、と功さんは続ける。「やはりこの店を長く続ける

ため…５年先ではなくて、20年先にこの店があるために、こ

れからも工夫を続けたいですね。ですから、インターネット

ショップも始めましたが、基本は地元のお客さんです。そこ

を大事にしていることは、今もこれからも変わりません」。

新しい形の「路面店」、新しい形の「口コミ」――オンライ

ンショップの基本は店舗運営となんら変わりがないことを

「ルールー」は教えてくれた。
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オンラインショップは
「口コミ」感覚

「ルールー」ホームページの紹介
1トップページ。ここでメンズとレディスに
分かれる／2レディスのコーナー。メンズ、
レディスともメーカーごとに分かれている／
3女性に特に好評なのがサイズに対する気づ
かい。メーカーごとの違いを紹介するページ
も設置／4メンズのカタログページ。商品は
代金引換郵便を中心に離島のお客様の負担が
少ないように配慮／5活気あるのがBBS。友
だち感覚で聞いてくる人にもていねいに応え
ているのが好印象。
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とにかく数多くの商品を見事に陳列した店内。オンラインショップの「本丸」はレジ
のそばにあるパソコンだ。地元顧客を大事にするため先行予約はせず、発売日を厳守。
しかしオンラインの常客が先に限定品を購入し、品薄になってしまうことも。

ルールーのホームページアドレス　http://ww5.et.tiki.ne.jp/̃looloo/

スニーカー専門ショップルールー
〒027-0083  岩手県宮古市大通1-1-27

TEL & FAX 0193-63-4466


